
 

 

 

 

 

令和６年能登半島地震被災者に向けた住まい再建にかかる意向調査について 

 

 

１ 目  的 

令和６年能登半島地震により住宅に大きな被害を受けた方に、応急仮設住宅をはじめ

とした応急的な住まいに入居していただいております。 

今後の恒久的な住まい再建を支援するために、応急仮設住宅等の入居者を対象とした

住まい再建にかかる意向調査を実施します。 

 

２ 調査概要 

  （１）調査時期：令和６年１２月 ９日～  配布開始 

令和７年 １月１３日   回答期限 

     ※令和６年奥能登豪雨の被害状況や対象世帯数を考慮し、準備に時間を要する 

ことから、七尾市、輪島市及び珠洲市は開始時期を１か月程度ずらして実施 

  （２）調査対象：能登半島地震により建設型応急住宅、賃貸型応急住宅及び公営住宅

に入居している約１０，４００世帯（１１月２６日時点） 

  （３）調査項目：ア 世帯の状況について 

          イ 家計の状況について 

          ウ 今後の住まい再建について 

  （４）回答方法：市町が配布する意向調査票への記入、又は電子申請フォームによる

オンライン回答 

 

３ 調査結果 

   別途資料提供予定（令和７年４月頃） 

 

令和６年１２月５日（木） 

生活再建支援課 課長 東崎 

外線 076-225-1962 



 

 

 

 

 

 

令和６年○月○日 〇〇市・町 

 

 このたびの令和６年能登半島地震により被災された皆様に、 

心からお見舞い申し上げます。 

 〇〇市では、被災された皆様の１日も早い住まい再建を支援 

するべく、全力を挙げて取り組みを進めています。 

そこで、今後の取り組みにあたっての参考とするため、現在の

ご状況や今後の住まいのご予定などについてお聞かせください。 

今回の調査でいただいたご回答やご意見は、今後の住まい再建

支援のために活用させていただきます。 

 調査へのご協力を何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

１．対象世帯 
令和６年能登半島地震により被災し、建設型応急住宅、 
賃貸型応急住宅（みなし仮設住宅）、公営住宅等に入居して
いる世帯 
 

２．回答方法（①か②のいずれか１つをお選びください） 
①別紙「住まいのご予定等に関する調査票」を記入し、 

同封の返信用封筒で郵送する 
②下のＵＲＬ又はＱＲコードからオンライン上で回答する 

(以下オンライン回答システムの説明) 
(http://www.・・・・・・・・) 

 

 

～ 令和６年能登半島地震 ～ 

今後の住まいのご予定等について 

（調査へのご協力のお願い） 

QRコード 

参考 

http://www.・・・・・・・・/


 

 

 

■ できる限り入居代表者ご本人が回答してください。 

■ 回答にかかる時間は１５～２０分程度です。 

■ 調査票は、ボールペンで記入してください。 

（鉛筆や消えるボールペンで記入しないでください） 

■ 今回の調査では、特段の指定がない限り、調査に回答した日 

時点の状況について回答してください。 

■ ＵＲＬかＱＲコードからオンライン上で回答される方へ 

  回答する時に使用したアカウント、パスワード等を忘れない

よう、メモを残しておいてください。 

■ ご回答いただいた個人情報は厳重に管理し、復興に向けた 

施策検討及び各支援制度案内以外の目的では使用しません。 
 

 

 

 

 

 

調査にあたっての注意事項 

回答期限は、令和７年１月１３日（月）です 

 

【お問い合わせ先】 

○○市××課 

電話番号：000-000-0000 



１ 

 

 

 

 

 

 

問１ あなたの世帯の状況について、記入してください。 

  回答日   年  月  日 

フリガナ （セイ） （メイ） 

入居代表者の 

お名前 
  

生年月日 西暦      年    月    日 

現在の住宅の 

住所 

〒    －     

 

 

 

現在の住宅種別 

※１つに☑ 
□建設型応急住宅  □賃貸型応急住宅  □公営住宅等 

調査票記入者の 

名前及び連絡先 

※日中連絡のつく

電話番号を記入 

□入居代表者と同じ 

（姓） （名） 

続柄  

連絡先①（          ）連絡先②（          ） 

被災した住宅の 

住所 

〒   －      

 

 

被災した住宅の

種別※１つに☑ 

□持家     □民間賃貸住宅（借家、アパート等） 

□公営住宅等  □その他（              ） 

被災した 

住宅の状況 

□全壊   □半壊（中規模、大規模含む）で解体する 

□半壊以上で応急修理を行う  □液状化被害 

□ライフライン途絶  □避難指示 

□その他（                     ） 

被災した住居の 

解体・撤去状況 

※１つに☑ 

□解体・撤去済み    □解体・撤去の予定 

□まだ決めてない    □わからない 

□解体・撤去しない   □その他（          ） 

 

住まいのご予定等に関する調査票 
１．あなたの世帯について 



２ 

 

問２ あなたの世帯の構成について、記入してください。 

 

名前 フリガナ 生年月日 続柄 

(姓) (名) (セイ) (メイ) 

1975年7月14日 息子  (例)石川 太郎 イシカワ タロウ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 ※記入上の注意点 

・続柄の欄には入居代表者から見た続柄を記入してください。 

  ・生年月日は「（西暦）○○○○年○月○日」の形式で記入してください。 

 

 

問３ あなたの世帯の構成員の健康状態について、当てはまる方がいるものすべて 

   にチェックを記入してください。 

 

ア  入院中である □ 

イ  通院中である □ 

ウ  在宅医療（訪問診療等）を受けている □ 

エ  持病がある □ 

オ  介護が必要である □ 

カ  特に困っていることはない □ 

 

 

 



３ 

 

 

 

 

問４ 世帯の中で主として生計を支えている方の、主な仕事について、当てはまる 

もの１つにチェックを記入してください。 
 

ア  正社員（公務員・団体職員含む） □ 

イ  パート・派遣・アルバイト □ 

ウ  自営業（農林漁業者等含む） □ 

エ  無職 □ 

オ  その他（                    ） □ 

 

 

問５ 世帯の中で主として生計を支えている方の収入の種類について、当てはまる 

ものすべてにチェックを記入してください。 
 

ア  給与収入 □ 

イ  事業収入（自営業での収入含む） □ 

ウ  年金収入 □ 

エ  生活保護受給 □ 

オ  収入なし □ 

カ  その他（                    ） □ 

 

 

問６ 直近１年間の世帯の合計収入の見込みについて、当てはまるもの１つに 

チェックを記入してください。（義援金・支援金除く） 
  

ア  ３００万円未満 □ 

イ  ３００万円以上～５００万円未満 □ 

ウ  ５００万円以上～７００万円未満 □ 

エ  ７００万円以上～１,０００万円未満 □ 

オ  １,０００万円以上 □ 

カ  不明 □ 

 

２．現在の状況について 



４ 

 

 

 

 

※ここでいう『住まい再建』とは、「自らの資力で居住できる物件を確保し、 

その物件に移り住むことができるようになった状態」をさします。 

（例：被災した自宅の修理、賃貸物件を自ら契約し入居、公営住宅へ入居など） 

 

問７ 住まい再建に関する現在の状況について、最も近いもの１つにチェックを 

記入してください。 

 

ア  住まい再建に向けて動きだしている □ 

イ  住まい再建の具体的な手段を検討している □ 

ウ  住まい再建の方法について、考えていることや希望はある □ 
 

問８ あなたが住まい再建の方法として、実施（計画）しているもの１つにチェ 

ックを記入してください。 

※考え中の方は第１希望にチェックを記入してください。 

 

自宅の再建 

 ア  被災した自宅の建て替え又は新たに自宅を新築 □ 

イ  被災した自宅を修理（リフォーム含む） □ 

ウ  建売住宅や中古物件（アパート・マンション含む）を購入 □ 

民間賃貸住宅（借家、アパート等） 

 エ  現在入居中の物件（仮設住宅）とは別の物件に転居 □ 

オ  現在入居中の物件（仮設住宅）に自費で入居を継続 □ 

（災害）公営住宅 

 カ  公営住宅（市営、県営又は国営）に入居 □ 

キ  災害公営住宅が建設された場合は入居 □ 

その他 

  

ク  その他（具体的に記入してください。） 

 

 

３．今後の住まい再建について 

 



５ 

 

 

問９ あなたが住まい再建先として希望する住所について、当てはまるもの１つ 

にチェックを記入してください。 

 

ア  被災した住所と同じ住所 □ 
イ  被災した住所と同じ市町だが違う住所 □ 
ウ  被災した住所と違う市区町村 

→希望する市区町村名を記入してください 

〔     都･道･府･県     市･区･町･村〕 

□ 

 

 

問10 問９で「ウ 被災した住所と違う市区町村」を選んだ方に質問します。 

   違う市区町村への移転を希望するにあたって、特に重視することを３つまで 

チェックを記入してください。 

 

ア  物件や土地 □ 
□ 
□ 

イ  知人・親戚などの人間関係 □ 

ウ  仕事・学校 □ 

エ  通勤・通学 □ 

オ  買い物・交通の便などの生活環境 □ 

カ  子育て環境 □ 

キ  医療・福祉 □ 
ク  その他（具体的に記入してください） 

 

 

 

 

問11 住まい再建が完了するのに、今後どれくらいかかる見込みか、当てはまる 

もの１つにチェックを記入してください。 

 

 ア  １年以内に完了する見込み □ 

 イ  ２年以内に完了する見込み □ 

 ウ  ２年以上かかる見込み □ 

 エ  災害公営住宅の建設時期による □ 

 オ  わからない □ 



６ 

 

問12 あなたが住まい再建をするにあたって、課題となる（なりそうな）ことと 

して、当てはまるもの全てにチェックを記入してください。 

 

自

宅

再

建 

ア  修理業者や建設業者が見つからない □ 

イ  工事・修理完了まで長期間かかる見込み □ 

ウ  工事や修理の費用が高額 □ 

エ  被災した住宅の解体が進まない □ 

オ  希望する条件に合う宅地や物件が見つからない □ 

賃

貸 

物

件 

カ  希望する条件に合う賃貸物件が見つからない 

（家賃・間取り・ペット・バリアフリー等） 
□ 

キ  希望する市区町村の賃貸物件が見つからない □ 

ク  高齢等のため借りるときの保証人がいない □ 

そ
の
他 

ケ  住まい再建に必要な費用の計画が立たない □ 

コ  避難指示・集団移転等の方針がわからない □ 

サ  液状化被害の復旧方針がわからない □ 

シ  （災害）公営住宅に入居できるかわからない □ 

ス  特に困っていることはない □ 

 セ  その他（具体的に記入してください） 

 

問13 住まいの復興や生活の再建などに関してご意見があれば自由に記入して 

ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご回答ありがとうございました。 
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